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内容 実施日 実施形態 所要時間
取り組み① 実習目標の設定 2015 年 4 月 20 日 インターンシップ実習事前指導の授業時（一斉指導） 90 分
取り組み② 実習目標の見直し 2015 年 7 月 28 日 ゼミナールの授業時（一斉指導） 45 分
保育・教育系学生による実習目標の設定・見直しに関する研究






































































































































社会人基礎力 − 20 （7.4%） 20 （7.4%）
その他 − 9 （3.3%） 9 （3.3%）
全件数（90 名× 3） 270
保育・教育系学生による実習目標の設定・見直しに関する研究
































合（タイプ E）が 74 件、②目標が達成できていないので






























健康 13 （4.8%） 5 3 1 9 （4.7%）
人との関わり 133 （49.3%） 31 64 1 96 （49.7%）
観察および記録 45 （16.7%） 16 20 0 36 （18.7%）
意欲 28 （10.4%） 7 12 1 20 （10.4%）
現場理解 22 （8.1%） 4 9 1 14 （7.3%）
社会人基礎力 20 （7.4%） 9 5 0 14 （7.3%）







































































































する場合（タイプ A）が 13 件、②目標設定が抽象的だっ


















































A B C D
健康 13 （4.8%） 0 2 0 1 3 （4.9%）
人との関わり 133 （49.3%） 5 9 8 7 29 （47.5%）
観察および記録 45 （16.7%） 2 3 0 2 7 （11.5%）
意欲 28 （10.4%） 1 4 1 1 7 （11.5%）
現場理解 22 （8.1%） 1 3 0 1 5 （8.2%）
社会人基礎力 20 （7.4%） 2 2 0 1 5 （8.2%）




13 25 10 13
61 （100.0%）























































































































































































Setting and Reconsidering Objectives for the Long-term Internship 
Program by Early Childhood Education Majors: Initiatives at 
Osaka University of Comprehensive Children Education
Tomoko Saeki, Tomoki Fujita, Daisuke Tojo,  
Koich Hyotani, Yutaka Takubo, Akio Takada, Mika Oogata
Osaka University of Comprehensive Children Education
　This paper describes the attempt of setting and reconsidering objectives for the long-term 
internship program by early childhood education majors themselves (sophomore students), and 
discusses that effect. As a result, many students set objectives of developing a relationship with 
children and/or teachers before starting the program. After a few months, they reconsidered their 
first objectives and changed them as needed. Changed objectives tended to become more practical, 
adaptable to conditions of each field, and conscious of becoming teachers.
Key words： training for childcare workers and elementary school teachers, setting objectives, 
reconsidering objectives, long-term internship program
芸大学教育実践研究支援センター紀要 第２集』2006、pp.35-
42。
３　 山﨑高哉「理論と実践との融合をめざす教員養成―大阪総
合保育大学の挑戦を中心に―」『大阪総合保育大学紀要 第８
号』2013、pp.45-68。
４　 週１日の現場実習を可能とするよう時間割が編成されてい
る。
５　 佐伯知子「長期的インターンシップ実習における継続性／
非継続性の要因に関する研究―保育・教育系学生の縦断的
アンケート調査を手がかりに―」『大阪総合保育大学紀要 第
９号』2014、pp.43-55。
６　 ２回生における他の２回の事前指導の内容は、インターン
シップ実習の流れや目的、注意事項の再確認、必要書類の
作成、前年度の実習日誌の自己・他者評価などである。
７　 ここでの「社会人基礎力」という言葉は、社会人一般に求め
られる基本的な資質を指すものであり、経済産業省が 2006
年から提唱する社会人基礎力を指すものではない。
